
 
＜特⻑＞  

◇アイコーCu-3050 は⻘化銅めっき⽤の光沢剤で、電流効率の向上や光沢外観の改善に 
 役⽴ちます。 
◇⼀般的な⻘化ソーダ使⽤のナトリウム浴から、電流効率に優れた⻘化カリ使⽤のカリウム 
 浴までご利⽤になれます。 
 

＜使用方法＞ 
◇カリウム浴組成 
 範囲 標準値 建浴例 
⾦属銅 35〜70g/L 45g/L ― 
⻘化銅（CuCN） 30〜100g/L 50〜65g/L 75g/L 
遊離シアン（CN－） 5〜15g/L 10g/L ― 
苛性カリ（KOH） 20〜25g/L 22g/L 22g/L 
⻘化カリ（KCN） 40〜180g/L ― 130g/L 

 
◇ナトリウム浴組成 
 範囲 標準値 建浴例 
⾦属銅 35〜70g/L 53g/L ― 
⻘化銅（CuCN） 30〜100g/L 50〜75g/L 75g/L 
遊離シアン（CN－） 5〜15g/L 10g/L ― 
苛性カリ（KOH） 20〜25g/L 22g/L 22g/L 
⻘化ソーダ（NaCN） 60〜130g/L ― 100g/L 

 
◇アイコーCu-3050 
 ＊⼀液性光沢剤で、連続活性炭ろ過ではほとんど除去されません。 

＊初期添加量︓ 5〜15mL/L 
＊電解消耗量︓ 約 4,000Ah/L 

 
◇作業条件 
陰極電流密度 ︓0.5〜6.0A/dm2 
陽極電流密度 ︓0.6〜2.0A/dm2 
浴温度 ︓50〜80℃ 
攪拌 ︓カソードロッカーもしくはエアー攪拌 

 
 ＊⾼品質でレベリングの良いめっきを得るためには、連続活性炭ろ過をお薦めします。 
  活性炭量︓100〜300g/1,000L 
  ろ過能⼒︓1 回転/時 
 ＊陽極は⾼純度無酸素銅が望ましいです。陽極電流密度範囲は、攪拌の程度やアノード 
  バックの有無等により異なりますが 1.0〜1.5A/dm2 が最良です。 

アイコー Ｃｕ－３０５０ 
⻘化銅めっき⽤ 光沢剤 



 ◇浴成分の注意点 
⾦属銅 
 

︓⾦属濃度が低いと⾼電流部でコゲ発⽣の原因になり、電流を下げるとめっ
き速度は遅くなります。 

遊離シアン ︓適正範囲内（5〜15g/L）となるように分析管理してください。 
苛性カリ 
 

︓カリウムイオンの補給源です。濃度が低いと陽極溶解が悪くなり、電導性
も低下します。過剰になると析出⽪膜の硬度や光沢に影響を与えます。 

炭酸根 
 
 
 

︓空気中からの炭酸ガスの吸収や、電極での⻘化物の分解により発⽣します。
過剰になると光沢範囲が狭くなって粒⼦の荒いめっきになります。最⾼でも
90g/L 以下となるように管理してください。ただし、新建浴時は 2〜15g/L
程度添加した⽅が良いです。 

 
＜性状＞ 

外観 ︓淡⻩⾊液体 
 
＜注意事項＞ 

取扱いの際は保護具を着⽤してください。 
眼に入れたりしないように注意してください。万⼀、眼や⽪膚に付着した場合は多量の⽔で
洗い流し、医師の手当を受けてください。 
その他、安全データシートをよく読んでから使⽤してください。 

 
＜荷姿＞ 

20kg BIB 容器 
 


